
補助金の交付対象者（世帯） 住宅応急修理の範囲 補助金額 必要書類 受付期限

　自らが現に居住している被災者住宅の応急修理を既に行った
方またはこれから被災者住宅の応急修理を行うことにより居住す
る方で、次の全ての要件に該当するもの
①災害救助法に基づく「住宅の応急修理制度」を利用していなこと
②被災者住宅の所在地が市内であること
③東日本大震災により大規模半壊または半壊の被害を受けてい
　ること
※ただし、全壊の場合でも、応急修理を実施することにより居住
　が可能である場合は対象
④応急仮設住宅（民間賃貸住宅の借上げを含む）を利用していな
　いこと
⑤平成21年の世帯収入が次のいずれかに該当していること（半
　壊の被害を受けた場合に限る）
　ア世帯全体の年収が500万円以下
　イ世帯全体の年収が500万円超700万円以下で、かつ、世帯主
　　が45歳以上または要援護世帯
　ウ世帯全体の年収が700万円超800万円以下で、かつ、世帯主
　　が60歳以上または要援護世帯

　制度の対象範囲は、日常生活に必
要欠くことができない部分となり
ます。
①屋根・柱・床・外壁・基礎等の応急
　修理
②ドア・窓等の開口部の応急修理
③上下水道・電気・ガス等の配管お
　よび配線の応急修理
④浴槽・便器等の衛生設備の応急修
　理
注1）地震または津波による被害と
　　直接関係ある修理のみが対象
　　です。
注2）内装に関するものは原則とし
　　て対象外です。
注3）修理の方法は、柱の応急修理が
　　不可能な場合に壁を新設する
　　等の代替措置でも可です。
注4）家電製品は対象外です。

①１住家あたり限度
　額は52万円以内で
　す。
②同一世帯（1住家あ
　たり）に2以上の世
　が居住している場
　合も、①の限度額以
　内です。
③1住家に対して、一
　回限りの補助金交
　付となります。

①被災者住宅応急修理補助金交付申請書
　（様式第1号）（認印が必要）
②り災証明書（平成23年東日本大震災
　による）
③被災者住宅応急修理補助金工事完了
　報告書（様式第2号）
④修理内訳書（被災の補修内容を明記
　した補助対象のもの）　
⑤修理前および修理後の写真（被災状
　況および修理個所が分かるもの）　
⑥修理費の領収書の写し　　
⑦被災者住宅応急修理補助金請求書　
※申請者の預金通帳の写し（銀行名、
　口座名義人、口座番号が分かる部分
　の写し）
※要援護世帯で申請する場合、要援護
　世帯であることが確認できる証明書
　類　
※借家の場合は、その所有者の同意書

平成24年8月20日（月）から
平成25年3月29日（金）まで

（土曜・日曜・祝日および年末年
始を除く）　　

受付窓口　市役所3階
　（エレベーター脇）環境情報
センター住宅応急修理受付窓口

問　建築指導課
　　住宅応急修理担当
　　☎0225-95-1111
　　（内線3941・3943）

（市制度）被災者住宅応急修理補助制度のお知らせ
　平成23年東日本大震災における、災害救助法に基づく「住宅の応急修理制度」（国制度）は、平成24年1月に受付を終了しましたが、この制度
をまだ利用していない世帯を対象として、市独自に「被災者住宅応急修理補助制度」を創設し、補助金を交付して支援を図ります。

雄勝地区 河北地区
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６月２８日（木）
旧雄勝総合支所前

　6月28日に雄勝地区の旧雄勝総合支所前でバス待合所の贈呈式が行われ
ました。
　震災復興支援として国際ロータリー第2520地区と石巻地区4ロータ
リークラブから贈られたもので、バス待合所は旧雄勝総合支所前のほか、北
上地区4カ所、牡鹿地区2カ所に設置されました。

バス待合所　
寄贈

８月12日（日）
河北総合センター周辺

　2012サマーフェスタ・イン・かほくが2年ぶりに開かれ、大勢の人でにぎわ
いました。ステージ部門は飯野川第一小学校のよさこい踊りで幕を開け、大谷
地小学校の河北銭太鼓等子どもたちによる郷土芸能が繰り広げられました。
　おもちゃが当たる恒例のビンゴ大会をはじめ、夜には灯ろう流しや花火大会
も催されました。会場周辺には仮設住宅団地も多く、住民同士が互いの交流を
深める機会ともなりました。

郷土芸能で
祭り復活祝う
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災害の住家被害調査
　震災により市内全域が地盤沈下した影響で、大雨による浸水被害が発生していま
す。災害が発生した都度、調査を実施していますので、床上浸水被害があった場合は、
災害対策本部・本部連絡室または各支部までご連絡ください。
　平成23年の台風15号被害は、被災者生活再建支援法が適用されました。
　次の項目に該当する方は適用となる場合がありますので、調査の関係上、9月末ま
でり災証明書の申請をお願いします。
①震災で「一部損壊」「半壊」の住宅が台風で床上浸水
②震災後に住宅を修理した後に台風で床上浸水
③震災後に転居した住宅が台風で床上浸水
　また、小規模な災害でも税の減免等各種支援制度がありますので、各窓口でご相談
ください。
問　本部連絡室　防災対策課（内線4153・4159）
　　災対支部　各総合支所　
　　災対生活環境部調査班　資産税課（被害家屋調査担当）

問

問

め
、
広
渕
地
区
と
須
江
地
区
の

一
部
に
今
年
度
よ
り
税
額
が
算

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
課
税
資

産
明
細
書
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
新
た
な
課
税
へ
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
３・３
１
２
４
）

倒
壊
・
滅
失
家
屋
の
職
権
登
記

　
仙
台
法
務
局
で
は
、
震
災
に

よ
る
倒
壊
等
建
物
に
つ
い
て
職

権
に
よ
る
滅
失
等
の
登
記
を
行

う
予
定
で
す
。
現
在
、
現
地
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不

明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　
仙
台
法
務
局

　
　
☎
022

－

225

－

５
７
５
２ 

問問

　　

選挙人名簿の縦覧

　選挙管理委員会では、9月1日現在の住民基本台帳に基づいて調査し、9月2日（日）に
今回新たに登録した選挙人名簿を次により縦覧します。
縦覧期間　9月3日（月）～7日（金）　午前8時30分～午後5時
縦覧場所　市役所5階選挙管理委員会事務局
問　選挙管理委員会事務局（内線5823・5824）問

秋の交通安全運動
　秋の交通安全運動が展開されます。皆さんの力で交通事故のない、安全で安心な交
通社会をつくりましょう。
運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　（特に、反射材用品等の着用の推進および自転車前照灯の点灯の徹底）
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶
と　き　9月21日（金）～30日（日）
問　防災対策課（内線4159）　各総合支所地域振興課 問
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河南地区

７月28日（土）
遊楽館

　パイプオルガンの音色を多くの方に届ける「第128回こもれびフォーラムヒ
ルズコンサート」が、北村の遊楽館で開かれました。
　この日は同館パイプオルガン講座1期生の上村文恵さんによるソロコンサー
トが開かれ、モーツァルトの「きらきら星変奏曲」と「トルコ行進曲」、バッハの
「トッカータニ短調」が披露されました。夏休み中とあって会場には家族連れの
姿が目立ち、上村さんが奏でる曲に静かに聞き入っていました。

１期生の

上村さん
が演奏

まちの話題

６月２７日（水）
桃生公民館
文化ホール
　今年度は、カラオケ・スポーツダンス・書道・ダンベルの四種の教室に５３人が入
学し、６月２７日（水）に桃生公民館文化ホールにて開講式が行われました。
　式ではまず受講生の確認が行われ、受講生一人一人の名前が読み上げられました。
　長生大学では、午前中はカラオケ等の趣味の教室が、午後からは受講生全員で
の教養講座が行われます。平成２５年２月の閉講式まで月に１、２回合計で１０回の
開催を予定しています。閉講式を除く９回中６回以上出席した受講生には終了証
が、午前の教室、午後の講座ともに無欠席の受講生には皆勤賞が授与されます。

平成２４年度
長生大学開講式

桃生地区

国民年金後納保険料の納付可能期間延長のお知らせ

敬老祝金の支給

　今年、満88歳となる方（大正13年1月1日から12月31日までに生まれた方）で、
9月1日現在、市に住民登録のある方には、敬老祝金1万円を支給します。
　申請の必要はなく、9月中に民生委員や行政委員等により配付しますが、
被災され、住所地と異なる所にお住まいの方は、問い合わせください。
問　福祉総務課（内線2452・2453）・各総合支所保健福祉課問

子ども医療費助成受給資格の登録・更新手続き

　現在使用されている子ども医療費助成受給者証の有効期限は、平成24年9
月末日です。
手続きが必要な方　前回の申請時に市が保有する公簿等により所得状況を
　　　　　　　　　確認することに同意されなかった方等
手続きについて　市から通知を送付しています。まだ手続きをされていな
　　　　　　　　　い方は、必要な書類を必ず提出してください。
※前回の申請時に所得状況の確認に同意された方で、市が保有する公簿等に
　より所得状況を確認することができる方は、手続きの必要はありません。
※更新後の受給者証は9月下旬に送付します。
※所得制限額を超過した方には、非該当通知書を送付します。
申・問　保険年金課（内線 2344）・各総合支所市民生活課・各支所申 問

国民健康保険　被保険者証（保険証）の更新

　国民健康保険の新しい被保険者証（保険証）を9月下旬に郵送（簡易書留）
によりお届けします。
郵送先について
　住民票を移さずに他地域に避難されている方等、住民票の住所以外にお住
まいの方は、郵便局へ郵便物の転送手続き（転居届）をお願いします。
※転送手続き（転居届）に関する詳しいお問い合わせは、郵便事業㈱石巻支
　店コールセンターまたは最寄りの郵便局までお願いします。
　（詳しくは市報8月15日号にも掲載しています）
問　保険年金課（内線2347・2352）　各総合支所市民生活課・各支所
　　転送手続きに関するお問い合わせ先
　　石巻支店　コールセンター　☎95-5020

問

　未払いの国民年金保険料をさかのぼって納められる期間が過去2年分か
ら、過去10年分に延長され、申し込みにより平成14年10月以降の未納分を
納付する事ができるようになります。
　過去10年以内の保険料を納めることで、将来の年金額を増やしたり、年金
の受給権につなげることができるようになります。
　ただし、延長できる期間は平成24年10月1日から3年間に限ります。
後納制度を利用できる方
　①20歳以上60歳未満の方で、過去10年以内に未納、未加入期間をお持ち
　　の方
　②60歳以上65歳未満の方で、①の期間のほか任意加入中に納め忘れの期
　　間をお持ちの方
　③65歳以上の方で、年金受給資格がなく任意加入中の方
　　ただし、②③の場合でも、老齢基礎年金を受給している方は利用できま
　　せん。
※なお、後納保険料を納付するためには事前に申し込みをする必要があり、
　審査の結果、後納制度を利用できない場合もあります。
申・問　国民年金保険料専用ダイヤル　☎ 0570-011-050
　　　　石巻年金事務所　☎22-5117
申 問

葬祭費の申請忘れはありませんか

　国民健康保険または後期高齢者医療制度の被保険者が亡くなられた時に、
葬祭を行った方（喪主）の申請により、葬祭費（5万円）を支給します。
　葬祭をした日の翌日から2年を経過すると時効となり支給されませんので
ご注意ください。
　なお、社会保険等の健康保険に加入されていた場合は、加入されていた保
険者にお問い合わせください。
申請に必要なもの
　・亡くなられた方の保険証
　・葬祭を行った方の印鑑（朱肉を使用するもの）
　・金融機関の通帳または口座等を確認できるもの
　・葬祭日および葬祭を行った方を確認できる書類
　 （葬儀社の領収書、会葬礼状等）
申・問　保険年金課（内線 2347・2349）
　　　　各総合支所市民生活課・各支所
申 問

　現在交付されている重・中度心身障害者医療費受給者証は、10月1日から
使用できなくなりますので、更新手続きが必要です。
手続き方法
　対象の方には、「更新申請用はがき」と「新しい受給者証」を送付しますの
で、はがきに必要事項を記入の上、提出してください。
※提出がない場合は、医療費助成ができませんのでご注意ください。
申・問　障害福祉課（内線 2482・2484)
　　　　各総合支所保健福祉課
申 問

重・中度心身障害者医療費
受給者証の更新

　平成24年度の敬老会を次のとおり開催します。
対象となる方　77歳以上の方（昭和10年12月31日以前に生まれた方）
　下記一覧表のいずれかの会場一か所に参加できます。
　対象となる方には、8月中に返信用はがきと記念品を同封した案内状を郵便でお送り
していますので、ご確認ください。
地区 ところ と　き 問い合わせ先

石巻 石巻専修大学体育館 9月17日（月）午前10時 福祉部福祉総務課
（内線2452・2453）

河北 河北総合センター 9月16日（日）午前10時　 河北総合支所保健福祉課
☎62-2117

雄勝 大須小学校 9月15日（土）午前10時　 雄勝総合支所保健福祉課
☎57-3611

河南 遊楽館

9月15日（土） 午前9時45分
前谷地、和渕、北村地区 河南総合支所保健福祉課

☎72-21139月15日（土）午後1時30分
鹿又、須江、広渕地区　

桃生 桃生総合支所

9月17日（月）午前10時
中津山地区

桃生総合支所保健福祉課
☎76-21119月17日（月）午後1時30分

桃生地区、せんだんの杜、
仮設住宅等入居者（地区外）

北上 北上中学校 9月8日（土）午前10時 北上総合支所保健福祉課
☎67-2113

牡鹿

牡鹿保健福祉
センター清優館 9月8日（土）午前10時

牡鹿総合支所保健福祉課
☎45-2113牡鹿公民館長渡分館 9月11日（火）午前10時

網地生活センター 9月11日（火）午後1時

敬老会のご案内

平成23年台風15号災害
被災者生活再建支援制度の手続きはお済ですか

　平成23年台風第15号災害による被災者生活再建支援金（基礎支援金）の申
請期限は10月19日（金）です。早目の手続きをお願いします。

（詳細は8月15日号をご覧ください）
受付場所　市役所3階被災市民生活支援課、各総合支所
受付時間　午前8時30分から午後5時
申請期限
　・基礎支援金　平成24年10月19日（金）
　・加算支援金　平成26年10月20日（月）
問　被災市民生活支援課（内線3957）問
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まちの話題

行
政
情
報

　7月の「社会を明るくする運動」強化月間に合わせ、北上地区の橋浦、相
川、吉浜の3つの小学校の児童たちが鼓笛隊パレードや福祉施設の慰問等
を行い、地域を活気付けました。
　吉浜・相川小学校は昨年の震災で校舎が被災し、現在は橋浦小学校を間借
りしています。来春から３校統合による新しい学校が開校するため、単独校

としての地域活動は今回が最後となりました。
　相川小学校は震災後に寄せられた楽器で鼓笛隊演奏を披露。橋浦小学校
は鼓笛隊パレードと学校周辺の清掃活動に取り組みました。吉浜小学校は
地元のデイサービスセンターを慰問し、ハンドベルの演奏を披露したほか、
肩もみ等で利用者と交流しました。

もうすぐお彼岸です

斎
場
側
入
口
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

お
彼
岸
期
間
中
は
、石
巻
霊

園
入
口
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
。石
巻
斎
場
入
口
の
方
か
ら

も
石
巻
霊
園
に
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

供
物
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
皆
さ
ん
が
墓
前
に
お
供
え
し

た
供
物
は
、そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
カ
ラ
ス
等
に
よ
っ
て
散

乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、か

ん
き
つ
類
は
蜂
が
寄
り
や
す
く

他
の
墓
参
者
に
も
危
険
が
お
よ

び
ま
す
。供
物
は
必
ず
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

火
の
後
始
末
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

例
年
、線
香
を
た
い
た
火
の

不
始
末
等
に
よ
り
、霊
園
内
で

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。線

香
を
た
い
た
火
や
た
ば
こ
の

吸
殻
等
の
後
始
末
を
徹
底
し
、

火
災
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
環
境
課（
内
線
３
３
６
５
）

　
お
彼
岸
は
、マ
イ
カ
ー
で
墓
参
さ
れ
る
方
が
多
く
、石
巻
霊
園

内
の
道
路
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。駐
車
禁
止
区
域
へ
の
駐
車
は

避
け
て
、管
理
事
務
所
前
に
あ
る
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、駐
車
禁
止
区
域
外
の
路
上
は
全
区
域「
片
側
駐
車
」と
な

り
ま
す
。

霊園行き無料バス
9月19日(水)　※無料バスは、時刻表をご確認の上ご利用ください。
行き

帰り

問　環境課（内線3365）

停留所名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目
石巻駅前 6：00 7：40 9：20 11：00 13：30 15：10

中央三丁目 　6：05 7：45 9：25 11：05 13：35 15：15
住吉町 6：07 7：47 9：27 11：07 13：37 15：17

㈱ミヤコーバス
石巻営業所 6：08 7：48 9：28 11：08 13：38 15：18

大橋通り 6：09 7：49 9：29 11：09 13：39 15：19
開北橋 6：10 7：50 9：30 11：10 13：40 15：20

霊園ロータリー前 6：15 7：55 9：35 11：15 13：45 15：25
３-4区墓域前 6：25 8：05 9：45 11：25 13：55 15：35

停留所名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目
３-4区墓域前 7：05 8：45 10：25 12：05 14：35 16：15

霊園ロータリー前 7：15 8：55 10：35 12：15 14：45 16：25
開北橋 7：20 9：00 10：40 12：20 14：50 16：30

大橋通り 7：21 9：01 10：41 12：21 14：51 16：31
㈱ミヤコーバス

石巻営業所 7：22 9：02 10：42 12：22 14：52 16：32

住吉町 7：23 9：03 10：43 12：23 14：53 16：33
中央三丁目 7：25 9：05 10：45 12：25 14：55 16：35
石巻駅前 7：30 9：10 10：50 12：30 15：00 16：40

ペ
ッ
ト
は
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー

動
物
愛
護
週
間
９
月
20
日
～
26
日

愛
犬
家
の
皆
さ
ん
へ

●
定
期
的
な
散
歩

　
犬
は
、
運
動
不
足
に
な
る
と

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
か
み
つ

い
た
り
、
無
駄
吠
え
を
し
て
近

所
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
自
覚
を

持
っ
て
定
期
的
に
散
歩
さ
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ン
の
始
末

　
散
歩
中
に
犬
が
し
た
フ
ン
の

始
末
は
、飼
い
主
の
責
任
で
す
。

袋
等
を
持
参
し
、
持
ち
帰
っ
て

家
庭
の
ト
イ
レ
等
で
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

●
放
し
飼
い
禁
止

　

お
と
な
し
い
か
ら
と
い
っ

て
、
公
園
や
庭
で
の
放
し
飼
い

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
放
し
な
が
ら
の
散
歩
や
、

公
園
で
遊
ば
せ
る
飼
い
主
が
目

に
つ
き
ま
す
が
、
放
し
飼
い
は

県
の
条
例
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
必
ず
引
き
綱
（
リ
ー
ド
）

を
持
っ
て
散
歩
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

よ
い
飼
い
主
に
な
る
た
め
に

●
犬
や
猫
の
フ
ン
公
害

　
犬
や
猫
の
フ
ン
で
迷
惑
し
て

い
る
と
い
う
苦
情
が
頻
繁
に
あ

り
ま
す
。
犬
猫
の
責
任
で
は
な

く
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
が
よ
く

な
い
の
で
す
。
マ
ナ
ー
を
よ
く

守
り
、
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
野
良
猫
の
苦
情

　
飼
い
主
で
な
く
て
も
、
野
良

猫
に
餌
を
与
え
る
こ
と
は
、
猫

に
居
心
地
の
良
い
場
所
で
あ
る

と
い
う
印
象
を
与
え
、
野
良
猫

の
増
加
と
フ
ン
公
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
自
分
の
猫
と
し
て
フ

ン
を
自
宅
で
す
る
し
つ
け
を
し

て
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
飼
い
猫
と
野
良
猫
の

区
別
が
つ
く
よ
う
に
、
飼
い
猫

に
は
目
印
（
首
輪
等
）
を
付
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
猫
は
放
し
飼
い
に
さ
れ
る
場

合
が
多
く
、
飼
い
主
の
気
が
つ

か
な
い
と
こ
ろ
で
他
人
に
迷
惑

を
か
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ト
イ
レ
等
は
き
ち
ん
と
し

つ
け
る
と
と
も
に
、
家
か
ら
出

さ
な
い
等
の
飼
い
方
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
犬
や
猫
を
捨
て
な
い
で
！

　
不
用
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
安
易
に
捨
て
た
り
せ
ず
、
終

生
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
ま
し
ょ

う
。

　
あ
な
た
の
家
の
前
に
ペ
ッ
ト

を
捨
て
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
気
持

ち
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
捨
て

ら
れ
た
ペ
ッ
ト
の
気
持
ち
は
？

　
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
よ

う
。

問　
環
境
課
（
内
線
３
３
６
４
）

　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

９
月
は
廃
棄
物
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
で
す

　
一
部
の
心
無
い
人
た
ち
に
よ

り
、
他
人
の
土
地
や
道
路
な
ど

に
廃
棄
物
が
捨
て
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

■
も
し
、
不
法
投
棄
が
行
わ
れ

て
い
る
現
場
を
目
撃
し
た
ら

　
す
ぐ
警
察
に
１
１
０
番
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
の
際

は
、
場
所
、
時
間
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
な
ど
を
控
え
て
お
い
て
い

た
だ
く
と
、
投
棄
し
た
者
が
特

定
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
不
法
投
棄
物
に
関
す
る
情

報
は
、
お
近
く
の
警
察
署
ま
た

は
交
番
・
駐
在
所
、
も
し
く
は

環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
不
法
投
棄
禁
止
違
反
は
、
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
、１
、

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま

た
は
併
科
に
処
せ
ら
れ
る
犯
罪

行
為
で
す
。

■
廃
棄
物
が
捨
て
ら
れ
投
棄
者

が
不
明
の
時
は
、
土
地
・
建
物

の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
が
そ

の
廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任
で
処

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
土
地
・
建
物
の
所
有
者
ま
た

は
管
理
者
は
、
不
法
投
棄
を
さ

れ
な
い
よ
う
に
そ
の
場
所
を
清

潔
に
保
つ
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
み
だ
り
に
人
が
立
ち

入
れ
な
い
よ
う
囲
い
を
設
け
る

な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
、
土
地
の

管
理
に
は
十
分
な
注
意
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
課

　
（
内
線
３
３
７
５・３
３
７
６
）

北上地区

７月17日（火）、18日（水）

被災校舎前で演奏する相川小学校の児童地域をパレードした橋浦小学校の鼓笛隊お年寄りとふれあう吉浜小学校の児童たち

地域活動で
まちを明るく

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
み
ん
な
で

守
ろ
う

■
ご
み
を
出
せ
る
時
間

　
午
前
５
時
～
８
時
30
分

■
ご
み
を
出
す
場
所

　
町
内
会
で
指
定
す
る
集
積
所

■
注
意
事
項

○
ご
み
袋
に
つ
い
て

　
市
の
指
定
の
ご
み
袋
（
半
透

明
）
に
入
れ
て
、
決
め
ら
れ
た

方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
み
の
集
積
に
つ
い
て

　
燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な

い
ご
み
・
資
源
物
を
区
分
し
て

置
く
よ
う
に
し
、
収
集
指
定
日

を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

○
木
の
枝
・
板
等
の
出
し
方

　
厚
さ
・
太
さ
５
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
内
、
長
さ
は
50
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
よ
り
短
く
切
り
揃
え

て
、
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

一
度
に
出
せ
る
量　
２
束
ま
で

○
刈
り
草
の
出
し
方

　
指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

一
度
に
出
せ
る
量　
２
袋
ま
で

○
資
源
物
以
外
の
衣
類
等

　
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
よ
り
小

さ
く
切
断
し
て
か
ら
指
定
袋
に

入
れ
て
燃
や
せ
る
ご
み
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

一
度
に
出
せ
る
量　
２
袋
ま
で

○
危
険
物
・
有
害
ご
み

　
車
両
火
災
等
の
重
大
事
故
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
ガ
ス

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
・
ス
プ
レ
ー
缶

は
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
黄

色
の
コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
へ
入

れ
、ま
た
、使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

は
、
個
別
に
指
定
袋
に
入
れ
て

有
害
ご
み
と
し
て
出
す
等
、
必

ず
、
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
課

　
（
内
線
３
３
７
５・３
３
７
６
）

問

問

問

問

問
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